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気道緊急例における輪状甲状靭帝切開 (c上cothyroidotom y)

による確実なクト科的気道確保

横浜市立大学附属市民総合医療センター 高度救命rk急センター

要 旨 :過去 8 年間に, 経口気管挿管困難例53例中22例に対 し輪状甲状靭帝切開 (crlcottjloldotom y

C I r) による気道確保を考慮予定 し, 19例に実施した (来院時心肺停止16例, 来院後心肺停止 1 例,

病棟で挿管困難 1 例, 気道緊急外傷で気管挿管困難 1 例) 19例中 3 例では経口的, 別の 3 例では盲

目的経鼻的に気管チュープ挿入 を先行 させ たが不能か失敗に終 わ りC T 「に切 り番 え, 13例では

チューブ挿入 は試みず最初か らc T とした 19例中 2 例 に輪状 甲状靱帝算刺 (accdlc cl■codlyroi‐

dotom y,N C W ) を先行させた 院外での実施例 も含めた全例で,
一度の操作で切開孔か らの気管挿

管に成功 し, 用手的換気でも人工呼吸器でも十分な加圧が可能であった 皮膚切開からチュープ挿入,

位置確認, 換気開始まではおおむね 2 ～ 3 分であった 術中山血やチューブ挿管困難はなかった

隆y w ord車 よrwtt em ergency (気道緊急), 側餃江 aIIwav m allattm cnt (外科的気道確保), trloob yrOim to叩 (輪状

甲状鞍帯切開)


